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▽
場
所
・
期
間
・
時
間

※
ど
ち
ら
の
場
所
で
も
投
票
で

　
き
ま
す
。

　●

市
役
所
１
階
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
ホ
ー
ル
…
４
月
９
日
（土）
ま
で

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

　●

五
日
市
出
張
所
会
議
室
…
４

　
月
７
日
（木）
〜
９
日
（土）
　
午
前

　
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

※
五
日
市
出
張
所
で
は
、
計
画

　
停
電
が
実
施
さ
れ
た
場
合
、

　
そ
の
時
間
帯
と
前
後
30
分
間

　
の
投
票
が
で
き
ま
せ
ん
。

※
市
役
所
で
は
、
計
画
停
電
が

　
実
施
さ
れ
た
場
合
で
も
投
票

　
で
き
ま
す
。

　
市
で
は
、
防
災
行
政
無
線
を

使
用
し
て
、
火
災
や
台
風
な
ど

の
緊
急
放
送
と
子
ど
も
の
見
守

り
、
交
通
安
全
、
防
犯
、
チ
ャ

イ
ム
に
よ
る
時
報
な
ど
の
定
時

放
送
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
防
犯
や
火
災
予
防
を
推
進
す

る
た
め
、
就
寝
前
の
戸
締
ま
り

と
火
の
用
心
に
関
す
る
放
送
を

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
放
送
日
時
　
毎
日
午
後
９
時

▽
問
合
せ
　
地
域
防
災
課
防
災

　
安
全
係

　
紛
失
し
た
り
、
届
か
な
か
っ

た
場
合
で
も
、
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
投
票
で
き

ま
す
の
で
、
投
票
所
の
係
員
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

▽
投
票

　●

日
時
…
４
月
10
日
（日）
　
午
前

　
７
時
〜
午
後
８
時

　●

場
所
…
市
内
各
投
票
所

※
計
画
停
電
が
実
施
さ
れ
る
場

　
合
、
夜
間
に
お
け
る
投
票

　
は
、
有
権
者
の
安
全
を
確
保

　
す
る
た
め
投
票
所
の
投
票
終

　
了
時
間
を
早
め
る
こ
と
も
あ

　
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

　
願
い
し
ま
す
。

▽
開
票

　●

日
時
…
４
月
10
日
（日）
　
午
後

　
９
時
か
ら

　●

場
所
…
秋
川
体
育
館

　●

投
・
開
票
日
の
午
前
10
時
以

　
降
は
、
特
設
電
話
（
☎
５
５

　
０
・
６
８
８
３
）
へ
ご
連
絡

　
く
だ
さ
い
。

　
開
票
の
状
況
を
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
と
携
帯
電
話
サ
イ
ト
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　h

ttp
://

　w
w
w
.a
k
iru
n
o
.to
k

　y
o
.jp
/

▽
携
帯
サ
イ
ト
　h

t
t
p
:/
/

　a
k
ir
u
n
o
-
to
w
n
.in

　fo
/

▽
時
間
　
開
票
速
報
は
、
午
後

　
９
時
か
ら
30
分
間
隔
で
確
定

　
ま
で

　
市
で
は
、
市
民
の
生
命
や
財

産
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
全

て
の
危
機
に
対
応
す
る
た
め
、

危
機
管
理
体
制
を
整
備
し
て
市

民
の
安
全
・
安
心
を
確
保
し
よ

う
と
す
る
危
機
管
理
基
本
指
針

を
策
定
し
ま
し
た
。

▽
対
象
と
す
る
危
機
の
範
囲

　●

地
震
な
ど
の
自
然
災
害
や
事

　
故
災
害

　●

武
力
攻
撃
、
大
規
模
テ
ロ
な

　
ど
の
緊
急
対
処
事
態

　●

健
康
危
機
、
環
境
危
機
、
重

　
大
事
件
、
そ
の
他
の
危
機

▽
危
機
管
理
戦
略
本
部
の
設
置

　
危
機
が
発
生
し
た
と
き
は
、

　
市
が
行
う
べ
き
行
動
を
迅
速

　
に
判
断
す
る
た
め
、
危
機
管

　
理
戦
略
本
部
（
副
市
長
を
危

　
機
管
理
監
と
し
た
組
織
）
を

　
設
置
し
て
情
報
収
集
な
ど
を

　
行
い
ま
す
。
危
機
拡
大
が
予

　
想
さ
れ
る
場
合
、
す
ぐ
に
災

　
害
対
策
本
部
（
市
長
が
本
部

　
長
）
の
設
置
を
市
長
に
具
申

　
し
ま
す
。

▽
個
別
計
画
を
つ
く
り
ま
す
　

　
今
後
想
定
さ
れ
る
「
危
機
」

　
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的

　
な
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

　
つ
い
て
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見

　
を
反
映
し
て
つ
く
っ
て
い
き

　
ま
す
。

▽
市
民
の
行
動
指
針
　
有
事
の

　
際
に
は
、
自
助
（
自
ら
の
生

　
命
は
自
ら
が
守
る
）
と
共
助

　
（
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分

　
た
ち
で
守
る
）
の
行
動
が
大

　
切
で
す
。

　
ま
ず
、
家
族
の
安
全
を
確
保

（
自
助
）
、
近
所
と
の
連
携

（
共
助
）
で
安
全
を
確
保
し
ま

す
。
そ
し
て
市
な
ど
公
共
機
関

の
救
助
（
公
助
）
を
待
ち
ま
す
。

市
で
は
、
安
全
・
安
心
地
域
委

員
会
や
町
内
会
・
自
治
会
単
位

の
防
災
組
織
が
あ
り
、「
共
助
」

に
対
す
る
具
体
的
な
行
動
が
で

き
て
き
て
い
ま
す
。
互
い
に
連

携
し
て
災
害
の
強
い
ま
ち
を
築

い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

「
Ｊ
―
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
（
ジ
ェ

イ
・
ア
ラ
ー
ト
）」
は
、
国
（
総

務
省
消
防
庁
）
が
発
し
た
対
処

に
時
間
的
余
裕
の
な
い
緊
急
事

態
の
情
報
を
、
人
工
衛
星
を
経

由
し
て
防
災
行
政
無
線
を
自
動

的
に
起
動
す
る
こ
と
に
よ
り
、

国
か
ら
市
民
ま
で
緊
急
情
報
を

直
接
、
瞬
時
に
お
知
ら
せ
す
る

シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
市
で
は
平
成
22
年
度
中
に
整

備
が
完
了
し
、
今
日
か
ら
運
用

を
開
始
し
ま
し
た
。

▽
防
災
行
政
無
線
で
お
知
ら
せ

　
す
る
情
報
　

　●

緊
急
地
震
速
報
（
震
度
５
弱

　
以
上
）

　●

国
民
保
護
（
武
力
攻
撃
な

　
ど
）
情
報

▽
注
意
事
項

　●

緊
急
地
震
速
報
の
場
合
、
震

　
源
が
近
い
時
や
直
下
型
地
震

　
の
場
合
、
放
送
が
間
に
合
わ

　
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　●

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
国
の
コ

　
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
自
動
的
に
発

　
信
す
る
シ
ス
テ
ム
の
た
め
、

　
誤
報
の
可
能
性
が
あ
り
ま

　
す
。
そ
の
場
合
は
誤
報
キ
ャ

　
ン
セ
ル
放
送
が
流
れ
ま
す
。

　●

そ
の
ほ
か
、
自
然
災
害
に
関

　
す
る
情
報
を
放
送
す
る
場
合

　
が
あ
り
ま
す
。

▽
問
合
せ
　
地
域
防
災
課
防
災

　
安
全
係

　
市
で
は
、
行
政
事
務
の
よ
り

一
層
の
効
率
化
を
推
進
す
る
た

め
、
表
の
と
お
り
組
織
な
ど
を

改
正
し
ま
し
た
。

▽
問
合
せ
　
企
画
政
策
課
（
直

　
通
５
５
８
・
１
２
６
１
）

　
３
月
11
日
、
東
北
地
方
太
平

洋
沖
地
震
は
、
と
ん
で
も
な
い

巨
大
津
波
を
伴
っ
て
、
太
平
洋

沿
岸
の
港
と
町
を
瞬
時
に
破
壊

し
、
多
く
の
人
々
が
犠
牲
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
災
害
で
亡
く

な
ら
れ
た
方
々
に
心
か
ら
の
お

悔
や
み
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
被
災
さ
れ
た
方
々
に
お
見

舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
続
く

福
島
原
子
力
発
電
所
の
爆
発
事

故
に
よ
り
避
難
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
方
々
に
も
心
か
ら
ご
同
情

を
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
非
常

事
態
に
対
し
、
私
た
ち
は
国
や

都
と
力
を
合
わ
せ
て
救
援
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
あ

き
る
野
市
は
震
災
発
生
後
、
た

だ
ち
に
宮
城
県
の
栗
原
市
へ
救

援
物
資
を
車
に
積
ん
で
、
10
名

編
成
の
支
援
要
員
を
派
遣
し
ま

し
た
。
震
災
地
の
道
の
り
は
困

難
を
き
わ
め
、
11
時
間
を
要
し

た
よ
う
で
す
。
現
地
で
は
給
水

と
食
料
の
配
布
活
動
に
５
日
間

従
事
し
、
停
電
の
中
で
寒
い
夜

も
体
験
し
て
き
ま
し
た
。
た

だ
、
栗
原
市
は
山
が
わ
で
津
波

の
被
害
が
な
か
っ
た
こ
と
で
は

救
わ
れ
ま
し
た
。
「
沿
岸
の
町

の
支
援
に
こ
れ
か
ら
は
廻
り
ま

す
。
」
と
電
話
の
向
こ
う
で
栗

原
市
長
は
話
さ
れ
ま
し
た
。
次

々
に
分
か
る
困
難
な
状
況
に
対

し
、
市
も
避
難
者
の
受
け
入
れ

や
阿
伎
留
医
療
セ
ン
タ
ー
と
医

師
会
の
医
療
協
力
、
さ
ら
に
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ

ん
も
停
電
や
燃
料
の
供
給
不
足

な
ど
日
常
生
活
に
不
自
由
し
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
原

発
事
故
で
放
射
能
飛
散
が
心
配

で
す
が
、
原
子
炉
の
制
御
に
東

京
消
防
庁
を
は
じ
め
関
係
者
の

英
雄
的
な
取
り
組
み
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
冷
静
に
推
移
を
見
守

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
21
世
紀

の
悲
劇
と
し
て
印
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
今
日
の
国
難
を
ど
う
乗
り

切
る
の
か
。
思
う
に
、
日
本
と

い
う
国
は
古
来
、
さ
ま
ざ
ま
な

困
難
を
辛
抱
強
く
克
服
し
て
き

た
す
ぐ
れ
た
先
人
の
遺
徳
の
国

柄
で
す
。
み
ん
な
で
力
を
合
わ

せ
、
禍
を
福
に
転
じ
さ
せ
よ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

防
犯
推
進
な
ど
の
た
め

防
災
行
政
無
線
で

　
毎
日
午
後
９
時
に

　
　
　
　
放
送
し
ま
す

期
日
前
投
票

投
票
所
入
場
整
理
券

選
挙
当
日
の
投
・
開
票

投
・
開
票
日
の
問
合
せ

選
挙
投
開
票
速
報
を

　
　
お
知
ら
せ
し
ま
す

市
の

組
織
な
ど
が

 
変
わ
り
ま
し
た

緊急地震速報などを
防災行政無線でお知らせ

有事の際の体制を強化

危機管理基本指針

をつくりました

問
合
せ
　
地
域
防
災
課
防
災
安

全
係

問
合
せ
　
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局

表　市の組織改正などの内容

改正の内容など改　正　後

健康福祉部
児童課
・保育係
・児童館係
・神明保育園係
・屋城保育園係
・すぎの子保育園係

教育委員会事務局
教育部

生涯学習推進課
 ・生涯学習係
 ・文化財係

体育課
・体育振興係
・市民プール係

国体推進室 　国民体育大会の
開催に係る事業を
推進していくため、
国体準備室の名称
を国体推進室に変
更

　効率的に事務を
執行するため、体
育課いきいきセン
ター係を体育振興
係に統合

　効率的に事務を
執行するため、市
民部市民課市民相
談窓口係にあった
「男女共同参画に
関すること」の事
務を生涯学習推進
課生涯学習係に移
行。文化行政の所
管課を明確にする
ため、「文化に関す
ること」の事務を
生涯学習係に追加

　東秋留保育園を
民設民営化したこ
とに伴い、東秋留
保育園係を廃止。
あわせて指定管理
者が管理運営をし
ていた西秋留保育
園も民設民営化

わ
ざ
わ
い

ま
わ


